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交通安全教室開催
４月１３日(水)に、下野市安全安心課・下野警察署の方をお招きして、テレビ放送による交通安全

教室を開催しました。「自分の命は自分で守る」という交通安全・危機管理意識向上のため、実際の

事故の映像などから、身近な危険についての説明をしていただきました。

以下は生徒の感想です。【敬称略】

交通安全教室をやって、どんなに自転車が危ないのか分かりました。自転車はあまり危なく

ないと、自分の中では思っていたけれど、バイクや自動車と同じと聞いて、気持ちを切り替

えようと思いました。だから、これからも交通安全教室でやった「自転車点検をする」「信

号をきちんと確認する」「車が来ないか確認する」ということを忘れずに心がけていきたい

です。私は被害者にも加害者にもならないようにしたいです。

【１年１組 磯 結奈】
私は自転車は車両ということは知っていたものの、歩道を走ってしまうことがあるので、

もう一度しっかり確認して車道の右側を気をつけて運転したいです。他にもヘルメットは自

分の命を守ってくれるものなので、大人になるまではしっかりとヘルメットをつけて運転し

たいです。乗る前の点検も忘れずにしたいです。この交通安全教室から、自転車に乗るとき、

責任をもって歩行者にも車にも気をつけて通学するよう心がけようと思いました。

【１年４組 池澤 凜】
自転車は僕たちにとって欠かせない便利な乗り物です。しかし、１つでもルールを破った

り、自己流ルールで自転車を走行していると、やがて大きな事故につながって、損害賠償が

課せられたり、命を落としてしまう可能性もあります。そうならないためにも、日頃から交

通ルールを意識して今よりももっと安全な走行をしていきたいなと思いました。僕は時々交

通ルールを軽い気持ちで考えて自転車に乗っているので、そのようなことが起きないように、

常に交通ルールを意識して、通学していきたいと今回の交通安全教室で学びました。

【２年３組 伊藤 寛輝】
中高生による事故が一番多く、特に５～７月が多いと知った。一番多い事故は出会い頭で、

約６割だと知り、その原因は「止まれ、信号無視」だと知った。栃木県自転車条例が定めら

れたことを知って、帰ってから父や母に伝えようと思った。信号機のある交差点の渡り方が

曖昧だったので、今日改めて知ることができて良かった。これからも交通安全に気をつけて

自転車通学をしようと思う。 【２年４組 橋本 夢】
「被害者も加害者も皆後悔している」という話が心に残った。私は失敗してから後悔する

ことが特に多いので、事故で後悔することもさせることもないようにしたい。また、自転車

でどこかへ行く日は、ヘルメットをつけて左側通行で行きたいと思った。そして、万が一に

も事故を起こさないように、日頃から点検をしっかりしておこうと思う。

【３年１組 室井 優奈】
自転車は中学生になってほぼ毎日楽しく乗っているから、身近な物こそ自分に関係がある

物と考えて、注意していきたいと思った。「車が来ないから」などという理由だけで勝手に

進んだりすると、危ないことが分かった。歩道は歩行者優先なので、登下校でも車道や車道

側に寄って歩行者に迷惑がかからないようにしたい。少なくとも後一年間自転車で事故が起

こらないように気をつけて使っていきたい。 【３年４組 瀧本 結芽】



【地域の方の声】
４月１１日(月)の朝の打ち合わせ前に、３学年の黒川先生から、『朝、登校指導をして

いたら、地域の方から「石橋中の生徒さんは、みんな気持ちの良い挨拶をしてくれるので

気持ちがいいですね」と、お褒めの言葉をいただきました』という、嬉しい報告を受けま

した。早速、先生方に、「地域の方は皆さんの挨拶でこんなに喜んでくださっているとい

うことを、生徒に伝えてください」と、話しました。

生徒の皆さん、挨拶一つでも人を感動させる力があるのです。これからも、心を込めた

挨拶をお願いします。挨拶一つで地域貢献の輪を広げましょう！

「あいさつ」についての詩を紹介します。

「おはよう」
このたった一秒の短い言葉が
人の心にさわやかさを運びます。
「こんにちは」
このたった一秒の短い言葉が
人の心に親しさを運びます。
「さようなら」
このたった一秒の短い言葉が
人の心に優しさを運びます。
あいさつ
それは人の心と心を結ぶ愛の架け橋
たった一秒の言葉をかけ合って
「あいさつ学校」つくろうよ

元宝塚市立高司中学校長 中村 諭 著『どっこい！学校は生きている』より

石橋中学校が、地域の方から「あいさつ学校」と呼ばれたら、嬉しいですよね！

下都賀支部大会１６日・１７日の結果(個人は３位まで)

男子バレーボール部 南犬飼戦０－２敗退 壬生戦０－２敗退
女子バレーボール部 野木戦２－０勝ち 壬生戦０－２敗退
トーナメント 国分寺戦２－０勝ち・南犬飼戦０－２敗退・壬生戦０－２敗退
ハンドボール部 男子準優勝・女子３位
卓球 男子団体第３位 女子団体準優勝
男子ソフトテニス部 団体戦トーナメント１回戦敗退
女子ソフトテニス部 団体戦トーナメント１回戦敗退
柔道 男子団体・準優勝 女子団体・準優勝
剣道 男子団体優勝

男子個人優勝 横地陽太(１年)・３位 小澤京将・３位 小林巧実(３年)
女子個人３位 石塚稀尋(２年)・３位 若林美里(２年)

勝負は夏の総体。各部とも、団体や個人の目標を達成するための課題を検討し、一
つ一つ克服してください。この努力を続けることが自分の夢や目標を叶えることにつ
ながるはずです。部活動を通して、「自立型人間」を目指しましょう。




